
牛乳類取が骨塩量~び骨代謝マーカ…憧に友iます彰響に
関する研究:健康女性例の縦甑調査による検討
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はじめに1. 

近年、 i潟商併と手士会の到来とともに、進行性疾患が機筋している。脅のi島千1'1絵空英怠tこII!Iしては、?を若草

意症がこれに相当し、患者数が多いことや、快適な務後をi曇る上でQOLを損なうために、 E震学的にも

社会的にも注泊されている。

骨粗撃毒事長の予!坊には、ライフ・スタイルの改養治安コたきな位置を占める。 E護災予言餐調査によると臼本

人の栄華華街重要愛のうち、カルシウム (Ca)は唯一不足している。脅綴差是疫の喜華経iこは多くの危淡鶴子

が瀦与するが、食生活ではCaの摂取不足がそのー閣といわれる。

骨粗総括主l主、「低骨量と骨の微細構造の劣化が燦闘で、骨の脆弱性がお闘し、骨折をきたし*hい会~

骨量が若年成人の平均値の70%以下に低下すると骨折の綴皮が増

主草することが紛られている。したがって、脅衰を事態に測定できれば、す季折の危話主性の予知が時f費量で、

伎の脅書籍，慾Jt定義される。

管意立準霊祭の予妨を導入するそ子主骨かちとなる。務長玉、 5華々 の券侵妻革委きな令畿iltiさ法が潟発され、隊派;こ

供されている。しかし、大都分の骨量ì~Ul主主主 i土、 x意義を使用しているので、少量の放射線主主磯治安認め

られる。その点、超音波法 (QUS)は、被曝がなく、また骨硬度だけでなく骨質も評価できるカ桧と

して期待されている。

.i!i:若手、管形成や骨吸絞をlit狭して血中あるいは表立ので増減を示す智代謝マーカーがi司王きされ、その

話認定F名古苦言語発されているαf守護をは f過去jの脅f主義普の結果を表すのに主守して、脅代書官?-カ…iまf王室

じている骨代謝状態を抱縫することが好意誌である。そのため、傍代謝マ}カーの測定i立、管量夜j

よりも早期に治療や予防の効巣を知ることができる可能性がある。

獄事芸疲の予防を骨最レベルからみると、とトの一生のうちで援も1ti量が高い若年期の賞受大1ti量を

よ器泌させるか、女伎では綴豪豪f去の脅量減少喜容を鈎i毒目するかにある。従来より骨粗怒疲の予防にはカル

シウムの十分な摂取や淡Jiの透動が勧められてお号、骨量との関係も幸重苦まされている。しかし、ある

一時点の議査であったり、 retrospectiveな研究が大部分である。

本研究では、 Caのミな供給源である牛乳の骨粗懸症に対する予防効果を、健常女性総を対象に縦

議詩語号室長によって管代議;γーカーと骨量の泌2誌から検討するものである。

平成7年度泳、牛乳後耳立が脅量鐙およびすf党総マーカ-1遂に;及iます彩警警の縦断約研究の選後となる
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t1を収ま裂した。

平成8年度i立、 18カ月間における牛乳摂取状態と骨量または繁代露骨サーカ…の変化との関係を検討

したο

.if!iX; 9 1.手話誌は、牛乳摂取の骨量および骨代謝マーカーに対する影響をdらに明らかにするため、牛

乳摂取以外のライフ・スタイル、運動状態などの調去をそも併せて解析に供じた。

張.平成7年度

1.対象と方法

対象iま、す雪愛検診を受診したお菜晃代36側、 30葉樹立82錦、 40主主代153例、 50主義代227t湾、 60歳代242

僚と?む歳以上99苦5の言十83~封僚の女後である。

会者Iについて、身長、体重、 BodyMass Index (器開)、護霊祭?災後 (QUS)による経管11)骨量に苦言

サる指標 (Stiffn国 S、超音波伝媛速選定 (SOS)、広務議員総務淡き豪華走塁事 (BUA))、血清 Z型プロコラ}

ゲンC米端プロペプチド (PICP)およびI滋コラ…グンC家主語テロペプチド(ICTP)濃度を総主主し、

50歳代の227例ついては尿中ピリジノリン (pyr)およびヂオキシピリジノワン (D-Pyr)濃度を併

せてiP.U定した。なお、 QUSにはAchilles(Lunar)りを使関い PICF凶とICTP"の測定にはRIAを、 Pyrと

ひPyr')のi.!U定には昨日を使用した。

会例について、牛乳摂取状態を、 (1)Iぬんど飲まないJ、(2)I時々飲むJ(週に2∞~4∞mt) 、 (3)

「毎日欽むjに分類した。なお、 f号室長および管代露骨?ーカー債は年齢による変動がみられるため、

各10歳毎に牛乳摂取状態と身体面情報、 泌する指標および骨代謝マーカーとの関係を検討した。

また、 50歳代については、事義経11)ヰ写室緊に分類して検討した。

2.結果

全対象初jにおける年齢と、 E義務め泌ffne路{開-0.670)、SOS(r=-0.689)、BUA(戸-0.524)と

の鶴2こは有意の魚季室長遣が得られた。また、 PICP言葉E主主若手続とは有意のiE相関{問 。.385)が認め
られた。一方、 ICTP、PyrとD待機笈と匁護舎の燃には、き言語毒性〈それぞお-=0.071、仏おきと0.151)

は窓められなかった。

50歳代について、牛乳J長双;次主義と管慾あるいは管代童話マーカーの苦言係を浴車霊前後でた奪立すると、

滋経前の f殆んど査えまないj訴は院括経後に!tしてPICP、PyrとD-Pyrが有意(それぞれp<Q.05、0.002

とO.∞1)に低〈、 f時々飲UJ護学マiまPyrとD-Pyrが有意{それぞれp<O.05と0.02)に依僚であった

が、「毎日飲むJ鮮は閉経前後て?幾がみられなかった。なお、骨量については鈴経治後および牛乳

摂取状態には明らかな関係を総めなかった。

上認の結果から、後援と伶代謝?ーカーは年齢による影響を受けることや、骨代詩材マ…7Jーは閉

経と牛乳摂取状態、に影警葬祭れることが示唆されたので以下の検討は、年代別および50総代では閉経

の有無に分けて牛乳綴耳立の彩勢を検討した。
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各年代における牛乳筏液状慾と身長言、手本気、務閥、 Stifj釦師、 SOS、都A、血液PICP、ICTPi幾度

を袋lに示す。さらに、泌総代については閉経約後の皮切クレアチニン矯正Pyr、D-Pyr濃度の紡糸

を併せて荻2Iこぶす。各年代および50議長代の潟走塁前f去における牛乳主義双状主主の悶には体絡、骨盤指

標または骨代議世マ…カーの;有意主義を認め会かったo

平成7若手度の綴究から、(1)-i守豪と管代謝マーカーの総量三イ政i土、年脅舎による彩警護老受けること、 (2)

表 1-1 

殆ど飲まない 雲寺々 飲む 毎日飲む
20級代
話 14 13 告
身長(c徽〉 15S:t 5 15書士4 158土5
体重Hkg) 51. 0土色4 50. 2:!: 5. 3 55. I土ι3
BMI(kgl剖，) 20.事土2.9 20.0土2.0 22. 1 :1:4. 0 
Stiffness(克) 89.3土10.1 87.6土8.0 90.0士15.3
SOS(稔Isec) 1552士16 1545:!:21 1534士21
3訂A(dBI語112) 112土10 112:!:8 II草土10
PICI'(ngl照1) き7.O:!: 27.0 93. 1土26.7 89. 6土33.7
I CTP( ogl m 1) 3.5土1.1 4. O:!: O. 9 4.書士1.6

30歳代
N i喜 40 26 
身銭(cm) 156士7 156士4 155:!:5 
体重(kg) 51.3:!:10.告 54.5士7.6 52.3士6.7 
BIII(kg/nf) 21. 0土3.3 22.3士3.1 21. 7土2.6
Stiffoess(蕗〉 88.3士12.5 87.書士8.6 S弘g士10.8
SOS(m/sec) 1545:!: 29 1544士20 1547土26
Bむ止(dB/MHz) 114土10 ¥14士s 115士号
P1CP(og/lll) 87. 2:!: 18. 3 85.9土2l.4 93. 1:!: 26. 0 
ICτP(og/mD 2.5士0.8 2. 7士号.7 2. 7土色B

4自殺tt
話 35 75 43 
身長(c隈〉 154士5 154土5 154士5
体主主{同〉 54.8士7.1 55. 7士7.6 55. 2士7.1 
B員I(主宰Inf) 23.2士3.3 23.5土3.0 23. 1士広告
Stiffness(耳〉 83.9士ll.1 85. 1:!: 10. 9 83.2土9.3
SOS(罷/sec) 1529土26 1532士24 1529:!: 23 
語むA(dBI量112) 114:!:8 115土B 112士?
PICP(ng!ml) 93.司士31.3 事0.5士2号.6 90.0士22.4
ICTP(ngl殴1) 2.草士 1.1 2.5土O.8 2.6土0.6

50歳代
H 47 88 書2
身長(cm) 152土5 151:!:5 152士5
体罰陸(kg) 54.9土7.6 54.3土7.4 54.3士7.5
B握I(kg/nf) 23. 7:!: 2. 7 23. 8土3.1 23.4士2.8
Stifness(胃〉 75. 7士11.6 7ι3:!:9.5 73.3士11.5 
SOS(ml関心 1511土26 1510土21 1509土24
sUA(dB/Mllz) i奇書士9 108土s 106土10
PICP(れ草1m!) 114土38 107士27 112土30
ICTP(ng/ml) 2.7士0.6 2.7てtO. 7 2. 8:!: 0.9 
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理能1-2 

予言ど飲まない 草寺々飲む 毎日飲む

601畿代
H 38 85 11き

身長(cm) 150:!:5 150士5 150土5

体言葉〈主宰〉 53.1士1.8 53士8.6 51.6:!:7.4 

耳HI<kg/m') 23.5土3.3 23. 5:!: 3.4 22.8土2.9

Stiffness(貰〉 68.3士事.1 65.2士払4 57.7土事.1

SOS(怒/s舵) 1495土18 14事l土17 1495士21

BUA(dB/HHz) 104士s 102土7 103土7

P 1 CP( ng/m 1) 124土30 118士31 118士30

1CTP(ng/mJ) 2. 6:!: O. 7 2. 8:!: O. 7 2. 8:!:仏宮

70級以上
員 13 27 59 

身長(cm) 144土3 146土5 146土5

体霊(kg) 41. 9土1.1 46.2土6.1 49.5士弘幸

B話l(主事/rrf) 23.0士3.1 21.8:!:3.1 23.3:!: 4.官

Stiffness(覧〉 51. 5土8.9 62.0土12.5 60.2土弘s
SOS(m/sec) 1481士iき 1487士20 1481士11

BUA(d話/Mllz) 100土7 98.4士12.5 き1.1士10.4

PICP(罰事/震，1) 131土33 13幸土37 118土29

ICTP(ng/m1) 3. 1土1.0 3.6土1.7 3.3土1.1

表 2 

殆ど欽まない 華寺々 鉄む 空事録欽む

話司経前

話 13 16 10 
身長(開〉 153土4 152土4 152土日
体重量(kg) 58.0土1.8 55.脅土1.2 53.8土5.1 
B語l(kg/m') 24. 8土3.2 24.2土3.0 23.2士1.4
Stiffness(置〉 18.8士11.6 17.0士6.6 17.1土9.0
SOS(m!sec) 1511:!:30 1515:!:14 15ZS:t 22 
sUA(dB/Hllz) 1I2:!:5 109:!: 7 108士s
PICP(ng/m1) 書4.5士31.5 事5.6士25.0 101士21
1CTP(ng/膏11) 2.5士喜.5 2.8士0.1 2.1土払s
Pyr(pmoll問。ICr) 28.2士4.6 29.3士6.6 30.6土喜.3
世間Pyr(pmol/~mo1Cr) 4.事土¥.5 5.5土2.0 5.8士2.0

品1経後
話 34 12 82 

身長(cm) 152土5 151土5 153士5
体策(kg) 53.8土1.2 53.9士1.4 54.4士7.7
話語l(主宰/rrf) 23.3土2.4 23. 1土3.1 23.4土3.0
Stiffness(覧〉 14.5土11.3 13.6士号.9 12.1土11.日
SOS(m/sec) 1509:!:24 1508土22 1508土2毒
sUA(dB/量Hz) 108土9 101士8 105土10
P lCP(n喜/諮1) 121土31 110士21 112土31
lCTP(ng/ml) 2.8土0.6 2. 7土0.6 2.8土0.9
Pyr(pmo1/~molCr) 36.1士7.3 34.1土9.3 33.8士12.5
D同Pyr(予悠oll~molCr) 1.5土1.8 1.3土2.7 6. 4:!: 2.1 
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f号ft蓄量マーカーは閉経ととや字し摂取状意義;こ彩饗されることが示唆された。なお、各年代ぶよひ~50歳代

O?r強豪華前後にtlける牛乳摂取状態と、 f奇数または管代縁日マ)カーの初回値との罪悪;こは有議室長を認め

なかったことが明らかにされた。

置傘平成8年度研究

1.対象と方法

対象i主、努遂と骨代護者?…カ}の担IJ定を、初級および18)きJH去の2問機行された139t日jの女性で

ある。

管室設の指標としては、 QUS裟畿であるAchill邸により目撃す号の脅強aU皆様 (Stiffness)を求めた。さ

らに骨代議t'7ーカ}としては、骨吸収の指撲である尿中ピリジノワン (Pyr)とデオ-t-シピヲジノリ

ン{ひPyr)を求めた。なお、これらは芸員中クレアチニンで補正した鐙を検討に供した。

Stiffn阻s、PyrおよびD-Pyτi主、主君短時の{厳と18カ月後の飽から変化愛を求め、t.Sti汀ness、t.Pyrおよ

びIlD-F守化委主記し、 t押し摂取状官民との関係を検討した。

牛乳摂取状態は、 (1)r始んど飲まないj、(2)r雲寺々 飲むJ(滋にお∞~400me) 、 (3)f後日飲むJ I二

分類し、問診5長を予め受診毒れこ配布し記号義され、検診の当81こ間収した。

また、問経の有然4こ分けて牛乳の摂取主主義長と骨量および管代議tマーカーの君主化震との擦係を検討

した。

2.総果

牛乳金「殆んど支えまないj若手は2吉係、 f時々飲むJ鮮は43例、 f4事尽欽むj鮮は67'!担jである。それ

ぞ

「殆んど鱗欽;3ま主なUい、づ」君群季と f主毎正B飲tむfけJ君群手の罪潟毒;にこ、 年齢iこ手言語設の差がみられた以外、 f号愛および管代

童話?ーカ}の初限緩と変化遂については各若手間でお意差はなかった。

院自絞首trt圭L二分けて、牛乳を ffflんど飲まないj若手、「時々 童文むj鮮と「毎G童文むj若手の襲警で検討

した結主義を、表4ーし 2 Iこ示す。海経書官については、今季しを「殆んど童文まないJ務、 f草寺々 飲むj

雲季および「怨日飲むj書撃の3群i笥には、年齢、 Stぼ部58、IlStiff描器、同rr，IlPyr、D-PyrとIlD-Pyrのい

ずれも宥意な主主がみられなかったが、 f4華日童文むj若手l土、 f殆んど飲まないj鮮に比して総括銃部ss，b. 

PyrとhひPyrが低健常?ある傾向がみられ、また、「時々 支えをrJ群は、「予言んど飲まないJ苦手と比較して、

IlPyrと且ひPyrがf!i緩めi良質向であった。

関絞後についても、 3審李総には脅幾:tlよひさ合代紛γーカーの初閲値と変化涯には夜畿の重量がままめ

られなかったが、今季しを「始んど飲まないj群に比して、「時々 主主主rJ群と「毎日飲むj淡のIlStiff鵬

nessの低下はf!i後である傾向がみられた。

王子成s王手成の研究によ号、対象f測を関経前後lこ分けて検討したところ、!t乳を「金事日飲むj苦手と
f草寺キ飲むJ若草iま、 f7古んど飲まないj若手に比して、 18カ月後の骨量の減少が少なし骨吸収マ…
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カーの増加も少ない傾向が添された。今腐の縦断言埼玉をの総主義、牛乳摂取は骨吸収を抑制iし、経詩的

な骨畿義主少を低下させることが示唆きれた。

塁走 3 

殆んど欽まない 善寺々 欽む 毎日飲む

N 2事 43 67 

年齢{議} '48. 1土11.B 53.1:士10.8 ‘57.3土13.3

Stiffness (%) B2. 0:t14. 5 77. 9:t10. 7 75..0土13.1 

ASt i ffness (%) 備4.1:t乱2 -3. 3土5.4 -2. 9:t7. 0 

pyr (開閉I/，umolCr) 32. 3念7.4 32.4玄8.4 32.0会9.9

APyr (郊拍1/μmolCr) 5. 2:tl 2.8 2. 5::1:8. 3 5. 1土12.5 

DωPyr (pmol/ ，umol Cr) 5.9土1.8 6. 3ま2.4 6.6::1:2.7 

AD鵬Pyr(pmol/μmol Cr) 1. 1:t2. 8 0.8土2.1 O. 9:t3. 8 

'p<Q.∞2 

主義 4 -1 

i豊島終的

警告んど飲Eまない 時々飲む 毎B飲む

N 19 23 20 

年商告{重量〉 42.8玄怠3 45.2::1:7.0 41. 5:t8. 8 

Sti ffness (%) 84.1土14.1 82. 7主主1 85.0玄乱2

ASt i ffne路(%) 回2.7こと5.1 そ.8土6.8 -1.3::1:5.8 

Pyr .(問10I /μmol Cr) 30.1土7.3 29. 2土7.5 30.9土11.8

APyr (pr部 1/仰 101Cr) 6. 3土13.1 1. 9:t8. 3 3. 9:t17. 0 

ふPyr(pmol/ ，umol Cr) 5.2土1.5 5.4土1.7 7.0土3.9 

AD-pyr (務矧01/μmolCr) 1.5念3.1 0.5:t1.9 0.01 :士5.7
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表 4叩芝

11閉経後

手議んど飲まない 時々飲ξ; 害事B童文む

N 10 20 47 
、

年齢{重量} 58.2士乱5 62‘2::t: 5. 4 64.0士8.3
義母豪華後年数{年〉 10.1::t:9幽2 12.2土7.1 14.書受注。
Stiffness (%) 77. 9::t:14.4 72.3土11.4 70.6土12.3. 
.!Sti ffne鈴(%) 毛布8:と7.2 -3.9土3.0 -3.5土7.4 
Pyr (郊悶11μmolCr) 36.6土6‘。 36. 1:士7.き 32.5:士号.9
.!Pyr (tmol//lmol Cr) 3.1::t:12.0 3. 1:とき.3 5. 6::t:9. 9 
D-Pyr (担腕I//l叩 1Cr) 7. 2::t: 1. 6 7.5土2.6 6. 4::t: 1. 9 
AD-pyr (獄lol//l冊1Cr) 0.4念2.1 1. 1 ::t:2. 3 1.3土2.5

孔平成9年度研究

1.対象と方法

対象l土、骨量と脅11::露首マーカ←のìA~;;Eを、初芝立および18カ月後の 2 閲施行され、't回章し摂取状室長、

臼常の巡動状態と生窓生犬護震の把擦が可霊長マあった86例の女?主である。

寺号愛の指擦として、 QUS基準畿であるAchill仰により獲脅の怜強度指標 (Stiffη出s)を求めた。さら

に、常代謝マ…カ…として、脅後i筏マーカーである滋中Pyrとp停Pyr(ともにクレアチニン裕正〉を

測定した。

Stiffness、PyrおよびD-Pyrl士、初回待問穫と18カ月後の緩から変化撃を求め、lIStiffness，llPyrおよ

ぴllDぞyrと表記し、牛乳摂取状態、回常の)童数状態と生理状態との爽係を検討した。

今季し摂取状態は、 (1)1殆んど童文まないJと(2)1苦手日飲むj群に分譲闘した。また、 2震動状態iま、 (1)

「つとめて滋言語や散歩をTる{運動をよくしている)Jと鉛「殆んど滋語惑をしないj若手に分類した。

2.結果

今季しを「殆んど童文まず、運動をしない」群はお郷、「牛乳を子会んど飲まないが、運動をよくして

いるJ君れま3側、 14ニ斜しを若手口飲むが、 i票数はしていなしづ群は45例、 f牛乳を努臼飲み、運動もよ

くしているj鮮は17例である。それぞれの若干の平均年後、綴骨のStiff部錦、lIStiffness、主主中Pyr、A

Pyr、D-Pyr、Aひpymをま託子一れこ示す。さらに、 f牛乳を殆んど室えまないが、逐設をよくしてい

るJ鮮を徐いて、主主ま壌の有無で上総の指標をま孝治した(表5-針。
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「牛乳を毎日飲み、 i議動もよくしているJ群では、有意ではないが、 Stjffnessの減少量は少なく、

またPyrの増加量も少ない傾向がみられた。

「主主澄あり」群について検討すると、「牛乳を毎B飲み、 2重要書もよくじているJ群のI1Sliff註esslま

1.8念5.9%と増加したのに対し、 f牛乳を欽まず、遼言語もしないj淡では、I1S註ffne誌は-3.1全5.2

%と低下した。また、 f牛乳会主事段童文むが、遂裁はしないj若手もlIStiffne錨は-2.9土5.2%と低下令

した。

表 5

1.牛事Lを殆んど飲まず，運動もしない軍事

会手本 生理あり 主主濯なし

事J 24 17 7 

若手書脅 {重量} 47.事念12.4 43.2土9.7 59.3土10.9

Sti ffness (%) 80. 5:t14. 6 83.6土14.6 72.9土11.3

~Stiffne邸(%) 明3.4:t4. 8 -3. 1土5.2 -4. 1 ;土3.9

pyr (問。11μmo1 Cr) 32. 8:t6. 3 31.3土6.7 36.5土3恥2

~Pyr (問時1/μmolCr) 5. 7:t13. 8 7.0:t13.7 2“5:t13.6 

D-PY( (詩moll阿部1Cr) 5. 9~こ1. 6 5. 4:t1. 5 7.1:t1.2 

~D欄pyr (照時11μ斡 1Cr) 1.2念3.号 1.6土3.3 立1:1己2.0

5軽自

11.牛筑を殆んど欽まないが，迫撃動司をよ〈している群

全体

fサ 3 

若手童書 〈重量〉 51.0主主3

St i ffness (%) 87.3ま12.3

~Stiffn時s (%) -3. 3土4.5

pyr (閃1011μ叩 1Cr) 35.2士10.7

APyr (仰悶11μmolCr) 5.4土6.4

かpyr(問1011μmolCr) 7.4土2.5

Aひ..pyr (p胸 11μ閥 1Cr) 1.4土1.8
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一方、 f全長滋なしj苦手つま号、比率交約高毒害者では牛乳主義緩や遂動状態に事選主義なし S註ffn邸slま間後

皮に低下した。

平成91手民主の研究により、牛乳綴取と運動は骨殺と符・代謝に関与することが示唆された。特に、

閉経読の女役では、脅量の維持には牛乳摂取だけぜなし運動も必要であることが示唆された。一

方、顔経後(J)喜善齢者では、牛乳主義菜室と運動だけでは傍畿のま義持が慰霊義であるように窓われる。

表 7

111. ~字紙l立毎日飲むが，運動はしていない群

会徐 生還あり 生還なし

N 45 13 32 

ま宇宙告 (歳) 56.5:t13.。 40. 7土8.4 62.9土8.1

Sti ffness (%) 74.6会12.告 85幽喜志7.4 70.1土11.6

~Stìff間総(%) 明3:1念5.2 -2， 9:!:5. 2 -3.1土5.2

Pyr (釦陪11μmolCr) 32.7:t10.9 31. B念14.2 33.1 :t9. 2 

Ilpyr (開閉11μmolCr) 5. 9:t14. 0 4.3ゑ19.B 6.5土10:6 

ルpyr(pmollμ腕 1Cr) 6. 7:t3. 0 7. 5:t4. 5 6.4:t2.。
AD-pyr (郊011fJ.1鮪1Cr) 0.8ごを4.3 -0. 6:t6. 6 1.5土2.7 

後日

IV.牛乳を毎日飲み，官憲動もよくしていお鮮

さをf本 主主主護it>り 主主寝室なし

N 17 5 12 

年齢〈歳) 60. 6:t12. 5 45. 6:tB. 6 66. 8:t7. 6 

St i ffn出s(%) 74.5ま12.4 79. B:tl1. 5 72. 3:t12. 1 

ASti ff階部(%) 側2.8:tl0. 8 1.事会主き 明4.7:t11. 7 

Pyr (開時11戸molCr) 30.6念7.9 28.4念4.9 31.5:とき.6

APyr (開田11μmolCr) 4.3:t9.0 5膚2:t11.0 4. O:!:B. 0 

D崎町r(問。11μmolCr) 5. B士1.8 5. 1 :士1.4 6. 1:士1.9

~D-Pyr (pmoll fJ.澗 1Cr) 1.0念2.4 1: 7:t3. 6 O. 7:tJ. 5 
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V. ~まとめ

骨組懇話Eの発症に強い影響を与える悶'fl立、賞受大す号室主と閉経後の骨鐙減少マある。 Caの最適な摂取

と運動雪量の増加は、最大骨量を増加させることが知られている。骨最減少についてはそれを抑制する

可能性がある。務災、小児期のCa摂取援は綾子k:::1争議に影響を与えると綴君子苔れている九また、閉経

後の脊椎骨折をもったCa摂取量がl草/関以下の高齢女性では、1.2皐/闘のCaの綴充によ号、守幸縫

骨折をきまらし、?をき量減少を遂行させないとされるヘ

本研究て~，立、 Caの主重要ごと供給苦震であるや乳について、健常女性君季を対象 4こす号雪量および膏代謝マー

カーの変化に及;ます影響を縦断研究昔、ら検討した。

その結果、牛乳脅「毎日飲むJ詳と「時々飲むJ鮮は、「殆んど飲まないJ鮮に比して、 18カ月後

の骨量の減少は少なく、骨吸収マーカーの増加も少ないことが示唆された。

そこで、牛乳摂取の努澄および骨代謝マーカ…に対する影響を更に明らかにするために、牛乳摂取

以外のライフ・スタイル、終に運動習慣との関係を検討した。

その結果、言語豪華惑をの女畿では牛乳摂取と逐数以後畿の綾子寺に効果ききであることが示唆された。一方、

務経後の高議会事まではや撃し摂取と遼動だけでは管室設の綾子寺は困難であるように怒われた。

際経前後の女俊例について、運動が肴量に与える影響撃を検討した報告は多数ある。しかし、その結

巣は一致せず、効果的であるという報告と無効という報告が混在している。近年、 Ca摂取は遂動に対

する骨の反応性を修飾するという仮説が立てられている。 SpeckerBU土、運動と後数との関係を述べ

た論文をレピューし、 11震動はCaの言語摂取状態't'管議にま岩泉があり、 1 g/日以下OCa摂取では無効で

あるとしている丸本研究の幸毒薬は、これを支持するものであり、牛乳摂取と透敷金徐々きて実施する

ことが、骨量綾子寺iこ遂重要't'~ると窓、われる。

なお、本研究では牛乳絞殺をお擦に、骨量や脅代議討γ…jJ-の経時的な変動を検討したが、総の食

材からのCaの摂取最やCaの妙法遼などの測定は実施しなかった。これらの点を含め't:、今後検討すべ

きであろう。
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